
ペンネーム＊Meliさんより
さんきゅうレター

２年前、私は３人目を妊娠しました。
妊娠８ヶ月、早朝にお手洗いに行くと便器は血の海。
緊急帝王切開となりました。
手術中は問題なく、無事、産声を聞くことが出来ました。

しかし、閉腹してる時に私の意識がどんどん薄れていき、
そこから記憶はありません。
目を覚ましたのは翌日のお昼。
担当医の先生から聞いた話ですが、私は出血多量で血圧も下がり輸血をした
そうです。
１回の輸血では足りず、子宮全摘出を行い、
更に輸血をしなければ私はここに居なかったとの事。
今では1,502ｇで産まれた息子は２歳になり、ヤンチャに育ってます。笑

献血していただいた多くの方々のおかげで今の家族の笑顔があります。

本当にありがとうございました。

こんなに大きくなりました！



ペンネーム＊あっきづきさんより

さんきゅうレター

母）
私の娘は１歳８か月～２歳７か月の間、
小児がん治療の為、たくさんの輸血をしました。
治療にかかる血液がこんなにも大量に使われるとは
思ってもいませんでした。

この経験を通し多くの善意ある方々のおかげで
助かる命があることを知り、
また私の娘も命を助けられた１人となりました。
この恩は娘がこの先の人生を
楽しく歩んで生きていくことで返していけたらと思います。

献血をしてくれた方々へありがとうございます。
心より感謝しております。
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